
日本の伝統美を燈す文化祭

お む ろ り ゅ う

第 ９ 回

仏画と御室流の生け花

「
生
活
の
中
の
生
け
花
」
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順
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講
演
中
は
展
示
物
を
ご
覧
頂
く
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

悪
し
か
ら
ず
ご
了
承
下
さ
い
。

無
料

演題

（
予
定
）

記
念
講
演

午前9時30分▶午後4時30分4月21日土 観覧無料平成30年
■ 主　催　徹林山 勝福寺　■ 会　場　勝福寺本堂・客殿（岡山県総社市久代３４３８）

伝統を今に生かし、時代の一歩先へ

宗教法人 真言宗  御室派

徹林山勝福寺
■ 〒710-1201 岡山県総社市久代3438
■ TEL 0866-96-0615　■ FAX 0866-96-2233
■ ホームページ　http://www.geocities.jp/gikooh/

お寺の駐車場が満車の場合、総社市消防署「西出張所」西側の
駐車場を臨時駐車場としてお借りしています。そこから勝福寺までは
徒歩で約10分（400m）です。

総社市消防署西出張所｜総社市久代2635-1/Tel.0866-96-1196
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※総社大橋から勝福寺までは約5kmです。
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不
動
明
王
像（
軸
寸
法
40㎝×

92㎝
）平
成
18
年

御
室
流
の
生
け
花「
桜
」
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当
日
、お
茶
席
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

一
席 

三
〇
〇
円

午
前
10
時
▼
午
後
３
時
ま
で

お
茶
席
開
催
時
間

正
絹
手
刺
繍
　
弘
法
大
師
像

（
軸
寸
法
55㎝×

120㎝
）



　
日
本
人
の
美
意
識
が
創
造
し
て
き
た
伝
統
文
化
を
今
に
生
か
し
、後
世
に
伝
え

る
一
助
に
な
れ
ば
と
始
め
た
勝
福
寺
寳
燈
展
は
、今
春
第
九
回
目
を
迎
え
ま
す
。

今
回
は
、当
山
所
蔵
の
仏
画（
約
三
十
点
）と
、京
都
・
仁
和
寺
に
伝
わ
る「
御
室
流
」

の
生
け
花
を
展
示
さ
せ
て
頂
く
予
定
で
す
。

　
仏
画
は
、礼
拝
や
法
会
の
際
に
用
い
ら
れ
る
仏
菩
薩
の
尊
像
画
や
、そ
れ
ら
の

集
合
像
で
あ
る
曼
荼
羅
等
を
指
し
ま
す
が
、こ
の
度
は「
心
の
安
楽
と
祈
り
」を

テ
ー
マ
に
、伝
統
的
な
彩
色
・
金
銀
泥
、截
金
等
の
技
法
で
描
か
れ
た
諸
尊
像
、御

影
、或
い
は
正
絹
手
刺
繍
が
施
さ
れ
た
弘
法
大
師
像
等
を
ご
高
覧
頂
き
、心
の
安

ら
ぎ
と
活
性
化
の
機
縁
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
日
本
は
今
、物
質
文
明
の
最
高
潮
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。そ
の
一
方
で
、神
仏
や

自
然
界
へ
の
畏
敬
の
念
が
薄
れ
、自
由
主
義
に
翻
弄
さ
れ
た
結
果
、精
神
文
化
は

衰
退
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。か
つ
て
、平
安
時
代
の
弘
仁
九
年（
八
一
八
）戊

戌
の
春
、全
国
に
大
旱
魃
が
発
生
、疫
病
が
蔓
延
し
ま
し
た
。時
の
第
五
十
二
代
・

嵯
峨
天
皇
は
お
大
師
様（
空
海
）の
お
勧
め
に
よ
り
、紺
紙
金
泥
で
一
字
書
か
れ
る

毎
に
三
度
五
体
投
地
を
な
さ
れ
な
が
ら
般
若
心
経
を
書
写
、ま
た
お
大
師
様
は
疫

病
鎮
静
の
修
法
を
行
わ
れ
る
と
、金
輪
御
信
力
の
霊
験
が
現
れ
、疫
病
が
治
ま
っ

た
と『
般
若
心
経
秘
鍵
』（
空
海
著
）に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。現
代
の
文
明
社
会

に
、こ
の
現
象
が
偶
然
と
申
せ
ま
し
ょ
う
か
？

　
本
年
、平
成
三
十
年
は
干
支
の「
戊
戌
」。弘
仁
九
年
か
ら
二
十
回
目
の
戊
戌
に

相
当
し
ま
す
。こ
の
記
念
す
べ
き
節
目
に
際
し
、「
祈
り
の
誠
は
神
仏
に
通
ず
」と

い
う
嵯
峨
天
皇
の
純
真
な
御
心
と
、お
大
師
様
の
御
教
え
に
想
い
を
致
し
た
い
の

で
あ
り
ま
す
。今
回
は
、嵯
峨
天
皇
の
御
影
と
、お
大
師
様
が
般
若
心
経
を
御
進
講

さ
れ
た
時
の
お
姿
と
し
て
伝
わ
る
秘
鍵
大
師
を
展
示
致
し
ま
す
。

　
さ
て
、生
け
花
の
歴
史
は
、五
三
八
年
の
仏
教
伝
来
と
共
に
、仏
様
に
花
を
供
え

る「
供
花
」に
遡
り
ま
す
。美
し
い
四
季
の
あ
る
日
本
は
、日
本
最
古
の
歌
集『
万
葉

集
』に
も
、花
や
植
物
が
多
く
詠
ま
れ
て
き
ま
し
た
。御
室
流
華
道
は
、真
言
宗
御

室
派
・
総
本
山
仁
和
寺
を
家
元
と
す
る
華
道
の
流
派
で
す
。仁
和
寺
は
、仁
和
二
年

（
八
八
六
）、第
五
十
八
代
・
光
孝
天
皇
の
発
願
さ
れ
た「
西
山
御
願
寺
」に
起
源
し

ま
す
。し
か
し
、翌
年
に
光
孝
天
皇
は
崩
御
、第
五
十
九
代
・
宇
多
天
皇
が
先
帝
の

遺
志
を
継
が
れ
、仁
和
四
年（
八
八
八
）に
寺
号
を「
仁
和
寺
」と
改
め
、ご
開
山
さ

れ
ま
し
た
。宇
多
天
皇
の
治
世
は「
寛
平
の
治
」と
高
く
称
さ
れ
て
い
ま
す
が
、一

方
で
信
仰
心
極
め
て
篤
く
、ま
た
、風
雅
を
愛
さ
れ
た
文
化
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。

幼
少
よ
り
お
大
師
様
を
お
慕
い
さ
れ
て
お
ら
れ
た
帝
皇
は
、三
十
一
歳
で
譲
位
・

出
家
、宇
多
法
皇（
寛
平
法
皇
）と
な
ら
れ
ま
す
が
、御
室
流
華
道
で
は
宇
多
天
皇

を「
流
祖
」と
し
て
尊
崇
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
度
は
、御
室
流
華
道
の
元
華
務
長
で
、現
在
は
顧
問
の
川
井
宏
雄
先
生
を

講
師
に
お
迎
え
致
し
、ご
講
演
頂
く
予
定
に
致
し
て
お
り
ま
す
。但
し
、先
生
の
ご

体
調
具
合
に
よ
り
中
止
と
さ
せ
て
頂
く
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、そ
の
際
は
何
卒
ご

了
承
下
さ
い
。

　
最
後
に
、真
言
宗
を
お
開
き
に
な
ら
れ
た
お
大
師
様
は
、済
世
利
人
の
行
に
徹

せ
ら
れ「
こ
の
世
に
密
厳
仏
国
を
つ
く
る
」、即
ち
こ
の
世
に
仏
の
国
を
つ
く
る
と

い
う
高
い
ご
理
想
を
お
持
ち
で
し
た
。本
展
覧
会
は
密
厳
仏
国
に
は
及
ば
な
い
ま

で
も
、多
く
の
仏
様
と
、洗
練
さ
れ
た
生
け
花
で
荘
厳
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、寳
燈
展
の
開
催
に
あ
た
り
、陰
日
向
か
ら
多
大
な
ご
協
力
を
頂
き
ま
し

た
勝
福
寺
檀
信
徒
並
び
に
、関
係
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　
合
　
掌

　
　
平
成
三
十
年
三
月

徹
林
山
勝
福
寺
　
住
職
　
江
原
　
義
空
拝

次回の「第10周年記念寳燈展」は

「勝福寺の名宝と、木工芸家 林鶴山さん追憶展」
 をお送りする予定です。
私の恩師で、当山発展にご尽力頂いた木工芸家・林鶴山（岡山県重要無形文化財）さんが
本年２月にご他界されました。ここに、先生の生前の遺徳を偲び、哀悼の意を表します。

その他の
催しもの

■ 将棋コーナー・囲碁コーナー（予定） 無　料

光明真言曼荼羅
40cm×92cm　平成18年

第
九
回

　勝
福
寺
寳
燈
展

　
　「仏
画
と
御
室
流
の
生
け
花
」の
開
催
に
寄
せ
て

十六善神
45cm×95cm　明治15年

不動明王像（初七日忌）
42cm×60cm　平成18年

釈迦如来像（二七日忌）
42cm×60cm　平成18年

文殊菩薩像（三七日忌）
42cm×60cm　平成18年

普賢菩薩（四七日忌）
42cm×60cm　平成18年

地蔵菩薩像（五七日忌）
42cm×60cm　平成18年

弥勒菩薩像（六七日忌）
42cm×60cm　平成18年

薬師如来像（七 日々忌）

42cm×60cm　平成18年
観音菩薩像（百ヵ日忌）
42cm×60cm　平成18年

阿閦如来像（七回忌）
42cm×60cm　平成18年

金剛界大日如来像（十三回忌・二十七回忌）
42cm×60cm　平成18年

胎蔵界大日如来像（十七回忌）
42cm×60cm　平成18年

愛染明王像（二十五回忌・五十回忌）
42cm×60cm　平成18年

虚空蔵菩薩像（三十三回忌）
42cm×60cm　平成18年

金剛薩埵像（三十七回忌）
42cm×60cm　平成18年

五秘密菩薩像（百回忌）
42cm×60cm　平成18年

般若菩薩像（二十三回忌）
42cm×60cm　平成18年

勢至菩薩像（一周忌）
42cm×60cm　平成18年

阿弥陀如来像（三回忌）
42cm×60cm　平成18年

十界図
156×224cm　平成14年

勢
至
菩
薩（
鎌
倉
時
代
）

観
音
菩
薩（
鎌
倉
時
代
）

虚空蔵菩薩像
38cm×40cm　平成22年

宇多法皇像
55cm×103cm　平成12年

弘法大師の般若心経（複製品）
30cm×52cm　平成29年

お
む
ろ
り
ゅ
う

ほ
う
え

ぶ

つ

ぼ

さ

つ

ま

 

ん

 

だ

 

ら

だ
い
か
ん
ば
つ

み

え

き
り
が
ね

さ
い
せ
い
り
に
ん

み
つ
ご
ん
ぶ
っ
こ
く

つ
ち
の
え
い
ぬ

■ 勝福寺では年15回、仏教講話を開講しています。
　 今年度は「般若心経」です。
 　詳細はお寺までお問合せ下さい。


